
- 1 - 

 
 
 
 

                 

 

 

 
  

１０月２７日、文部科学省が２０１５年度全国の国公立・私立・特別支援学校における

、子どもの問題行動調査を発表しました。その中で、いじめ認知件数が２２４,５４０件（

前年比３６,４６８件：１９.４％増）という数字があげられています。また、都道府県に

よる認知度では、最大２６倍の差がありました。なんと一年間１件も認知していないとい

う学校も３６.９％あったようです。各学校におけるいじめ認識の違いが、数字に大きく影

響しているようです。このため、数字を見てどうこう言うのではなく、子ども社会の実情

をきちんと知ることが大事だと思いました。 

 また、重大な被害や長期欠席などにつながる「重大事態」というのは３１３件。自殺を

した子どもは２１４人、内いじめによると思われたのは、９人ということでした。自殺の

原因として最も多いのは進路の悩みや家庭不和などのようです。 

 子どもの自殺についても、夏休み明けの９月１日が最も多いというデータが出されまし

た。「チャイルドラインとして子どもの自殺予防のために何か取り組むべきでは」と、長

崎から提案があり、九州エリアでは、８月３１日午後４時から９月１日午後４時まで「子

どもの自殺予防２４時間ホットライン」を実施しました。状況としては、夜中からお昼過

ぎまでは全く電話がない状態でした。しかしこの取り組みは、九州のチャイルドラインの

課題を見つけ、チャイルドラインのない熊本支援の動きを加速させました。 

 チャイルドラインを通して感じることは、子どもたち特に思春期の子どもはどうしても

自分のことを率直に口にすることができません。ギリギリまで一人で悩んでいます。それ

は、社会の目、おとなの現状をよく理解しているからです。おとなたちが少し余裕をもっ

て、周りの子どもの様子に目を配り、一人ひとりの子どもの話を丁寧に聴いてあげれたな

らば、もしかしたら自ら命を絶つことはないかもしれません。 

 １０月に開催されたチャイルドライン全国フォーラムで基調講演をされた、シンシア・

ホワイトさんの言葉「子どもは自分が安全と感じたときしか心を開かない」は、＂子ども

自身がその場が安全かどうかを決めるのだ＂ということだと思います。チャイルドライン

の役割は、まずは子どもに信頼される、子どもが安全だと感じてくれる、そこからです。 

                               〈文責：事務局長 後藤幾子〉 
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開催日：２０１６年１０月２２日（土）・２３日（日） 

 被災地の声に耳を澄ます 

  ～子どもたちは今～ 

                  震災から５年・・・   

                  何が変わって、何が変わらないのか 

                  自分の 眼 と こころ で確かめてみませんか？
 

 

  全国フォーラムへ参加して・・・       

 

今回のテーマは、「被災地の声に耳を澄ます 

～子どもたちは今～」で、「震災から５年半が過ぎ、 

何が変わって、何が変わらないのか、 

自分の“眼”と“こころ”で確かめてみませんか？」 

という副題がついていました。 

１日目、２２日は、午後からまず「被災した子どものグリーフケア～今、私たちにでき

ること～」という基調講演がありました。 

講師は、アメリカハワイ在住のシンシア・ホワイトさんで、３０年以上にわたり、死別

・喪失体験やトラウマ体験をした子どものケアに取り組んできた女性です。ご自身も６歳

の時に、家庭の事情で1人の兄と５人の姉妹がばらばらになり、養護施設に預けられると

いう喪失体験をしています。 

熊本地震を受けて、九州のチャイルドラインで「子どものトラウマ・グリーフケア」に

ついて学びを深め、この「Voice」でも皆さんと情報を共有させていただいている通り、

シンシアさんも、トラウマ体験、グリーフ反応がある子どもに対しては「大人が関わるこ

とで、その子どもが大人になってからも続く長期的トラウマ影響をさけられる」と話され

ました。 

そのために必要なこととして、繰り返しおっしゃっていたのが、「子どもが何を話して

も良くて、受け入れてもらえるような『安心・安全』な場所を作ること」です。チャイル

ドラインは、電話で子どもの話を聴きますが、子どもにとって『安心・安全』な場所のひ

とつとしてあり続けなければならないと、改めて、感じました。 

また、繰り返し話されていた言葉のひとつで印象に残ったのが「Don’t tell,to learn.

（あなたが話すのではなく、子どもから学びなさい）」です。これもチャイルドラインの

理念と共通しています。子どもを判定したり、導いたりしようとせず、ひたすら、話を聴

き、子どもから学ぼうとすること。トラウマ・グリーフケアをする支援者として、あるべ

チャイルドライン全国フォーラム 2016 in福島 
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き姿勢は、世界共通なのだと思いました。 

そして、子どもは遊びのなかで気持ちを表現し、感情をコントロールする練習ができ、

グリーフからの回復を経ていく力を持っているので、（何をしても良いわけではありませ

んが）大人は介入せずに、安全に遊べる環境を作り出すことが大事である、ということで

した。 

チャイルドラインとしては、今後、実際に子どもと接してグリーフケアなどに当たる（

アウトリーチ）活動もしていこうと考えています。トラウマ・グリーフケアは、実体験や

脳科学の分野からも研究が進んでいるため、常に新しいことを学びながらケアに関わる必

要があり、また、子どもの周りにいる大人のサポートもかなり重要で、それが、子どもの

支援につながるということでした。 

心身ともに健康であり続けるのはなかなか難しいと思うのですが、支援者であるために

は、やはり「まずは自分の健康が大事なのだ」と思いました。 

フォーラムでは、基調講演のほか、福島県立相馬高校放送局が震災を体験して女子高校

生の絶望と慟哭をありのままに描いた演劇作品「今、つたえたいこと（仮）」のDVD上映

や、「被災地の子ども支援を考える」パネルディスカッション、翌日２３日は、分科会が

行われました。その報告は、次号「Voice」で掲載します。また、ボランティアスタッフ

の皆さんには、継続研修等において、ご報告させていただきます。 

〈報告：事務局スタッフ 福重佳枝〉 

 

≪全国フォーラム内容≫                       

１日目：１０月２２日（土） 
① 基調講演「被災した子どものグリーフケア」 

講演：シンシア・ホワイトさん（アメリカハワイ在住） 

② DVD 上映会 福島県立相馬高校放送局制作「今、伝えたいこと（仮）」他 

③ パネルディスカッション「震災から５年、被災地の子ども支援を考える」 

 

２日目：１０月２３日（日） 

 分科会①．②．③．④．⑤．⑥ 

① 子どものトラウマ・グリーフケア     ②子どものダイバーシティー（多様性） 

② 子どもたちからの未来への提言    ④持続可能な組織運営を目指して 

⑤ アウトリーチプログラム          ⑥オンライン相談の可能性 

  

まとめの全体会（２３日 １５：３０～１６：３０） 

２日目の分科会での研修内容を、各分科会ごとに報告され、参加者みんなで共有し

ました。その後、九州のチャイルドラインより、４月に起きた熊本地震による子ども

への対応状況と、これからの熊本及び九州全体での取り組みの報告がありました。 

  最後に、支援センター代表理事より今回の全国フォーラムの全体まとめがあり、

無事２日間が終了しました。２４日はオプション企画「原発周辺と子ども支援の現場

を訪ねる」スタディツアーもありましたが、残念ながら参加できませんでした。支援

センターからの報告がありましたら、Voice で紹介致します。〈事務局長 後藤〉 
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チャイルドライン ４月～９月データから 

全国からチャイルドラインみやざきが受けた電話着信数 

年/月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合 計 

2016年 １９４ ２１６ １６７ １５６ １６１ １０８ １００２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎県から発信された全国の団体が受けた電話着信数 
年/月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合 計 

2016年 １００ ６４ ６３ ６１ ９８ ５８ ４４４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもからの電話内容分析 

話したいことの主訴になるものでは、人間関係が特に目立ちます。特に学校での友人・

先輩・先生との関係、また家庭においての親やきょうだいとの関係と身近なところで悩ん

でいます。続いて性・体・心に関すること、いじめ、勉強・成績、虐待などがあります。

最近はネットトラブルなども相談して来ています。そんなに多くはないけど、気分の落ち

込みや自傷行為などもあり、そんな時はとても慎重に対応しています。 

どんな電話でも、かけてきた子ども自身の気持ちが一番大事です。受け手の方は子ども

とともに思い、考え、泣き、喜んで、子どもの気持ちを共有します。 

そんな時、受け手さんの優しさをヒシヒシと感じます。 

 

 

チャイルドラインみやざきは、

毎週土曜日に開設しています。

 ４月～８月は全国からの発

信を受けていましたが、９月か

らは、九州ネットワークの熊本

震災支援の取り組みとして、 

九州の子どもの電話がよりつ

ながりやすくなるように、九州

・沖縄圏内からの受信にしてい

ます。そのことで、９月は受信

件数が少し下がっています。 

 右表は、宮崎から発信された電

話を、全国のチャイルドラインが

受信したグラフです。     

 チャイルドラインは全国で協

力して、全国の子どもたちがほぼ

毎日電話ができるように、どこか

で開設しています。宮崎の子ども

たちも、土曜日以外は、全国のチ

ャイルドラインが受けてくれて

いるのです。 
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 私はチャイルドラインとかかわることで、子どもたちの言葉の向こう側に 

ある気持ちに気づくことが大切だと感じました。電話をかけてくる子どもた 

ちは、何気ない日常会話から始めることがあります。なぜそのような楽しい 

話を私にするのか疑問に思っていると、そのうちに家族に対する悩みを話し 

始めました。 

この経験をとおして、子どもたちが本当に言いたいことは何かを考えたり 

話しやすい雰囲気を作ったりすることの必要性を学びました。 

 私は以前から、臨床心理士を目指して勉強していました。そのためチャイ 

ルドラインは、聴くことに関する実践的な技術を学びたいという思いから始 

めた取り組みでした。           （受け手スタッフ：S. I） 

しかし現在では、聴く技術だけでなく、チャイルドラインで得られた経験

そのものが 

日常生活のあらゆる場面で活かされています。 

スタッフからのメッセージ 

記録用紙から伝わる声 

久しぶりに記録用紙を手にします。4年近くお休みしていました。私のいた頃

とは違い、全国からの電話を受け入れていて、受信件数は比べものにならない程

、毎週が全国キャンペーンのようです。今年4月から9月までチャイルドラインみ

やざきが受けた電話は、無言を含め1000件を超えました。記録用紙はデータ化

され社会に発信されます。でもそれはほんの一部で、本当は1度の会話に紙一枚

分では表せない、子どもと受け手の気持ちが込められていることを大事に心がけ

ています。 

記録を再開して半年経ちますが、いつも感じるのは、子どもは親を心配させま

いと言い出せずに、自分で答えを模索し悩んでいることです。親に話したいけど

親が忙しいからと遠慮し、話す時間を見つけられずにいる子も多いです。だから

といって決して親の悪口は言いません。子どもはどうして親に頼らないのか、子

どもにとっての親の存在、親子関係のあり方を改めて考えさせられます。 

そんな子どもたちを受けとめる受け手は、今日はどんな電話がかかってくるか

不安や緊張感を持ちながら電話を待っていることでしょう。驚いたのは4年前よ

りも男性の受け手が増えていたことです。やはり子どもを装った電話は後を絶ち

ません。男性の受け手の方はなかなか会話成立にならず、もしかしたら受け手で

ある意義を見出せなくなるかもしれません。男性「受け手」の方々にはどれだけ

助けられているか、この場をお借りして感謝を伝えたいです。 

  アドバイスもせずにただ聴くだけということがどれほど難しく、毎回変わる相

手との会話に、時には心を痛めることも多いですが、受け手の側にはすぐ近くに

支え手がいます。電話越しだけど子どもの側には受け手がいます。あなたの近く

には誰かがいる、独りじゃないことを、いつも心の自信につなげていってほしい

と願います。記録用紙から伝わる声は、変わらないチャイルドラインの優しさと

繊細さ、そして心の寄り添い方を教えてくれます。 〈データ入力スタッフ：湯田 静〉 
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２０１６年度ボランティア養成講座終了 

今年度のボランティア養成講座は、新受講者７名と再受講者２名が無事終了され、    

  早速シフトへ入って頂いています。新スタッフからのコメントをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 チャイルドラインとの出会いで、  

カルチャーショック！ 

 今年６月からボランティア養成講座を受講

した私、今日までの人生観で、こんなにも薄

っぺらな平凡な人生だったのだろう。   

 チャイルドラインは、１９９８年に日本で

の活動が始まり、２０１５年には、全国７２

か所で展開している中で、私は２０１６年か

らのスタートであるが、でも遅くない。 

 県内の子どもの現状から、子どもの権利、

弁護士の先生、小児科医、精神科医、カウン

セラーの先生方々の基本的な講座の全てを私

には新鮮なものとして、素直に受け入れられ

た。本当に感動しました。 

 子どもの為にあれこれの前に、自分自身に

有意義な最高の勉強になりました。これから

は「受け手」として研修を重ね、チャイルド

ラインの本来の姿に近づける様にベストなボ

ランティアになれれば幸いです。（Ｍ・Ｍ） 

 チャイルドラインの存在は、前々

から知っており、自分の子育てが落

ち着いたらボランティア養成講座を

受講したいと思っており、今年実現

出来ました。欠席した講座もあり、

また聴講できればいいなぁと思いま

す。              

 人の成長は、誕生から成人するま

で、身体、心と成長していきますが

、その過程での紆余曲折、大波、小

波、色々あります。その近くで、子

どもが自分のざわつき・つぶやき等

を話せる場所があればどんなに心強

いことでしょう。        

 研修に参加された方々も、皆さん

それぞれに考えを持たれ共感できま

す。私にとっても素敵な場所です。
           （Ｅ・Ｏ） 

養成受講する前は、子どもと大人は相容れないものだと考えていました。しかし.、日本の

未成年の自己肯定感が低いという問題は、自己肯定感が低いまま大人になると、一生、周り

の目や評価を気にしながら生きていくことになり、何を手にいれても満たされなくなってし

まうということ。 

また、スマホ依存は若くも中学生から関係する問題だが、大人の問題でもある。スマホ依

存の大人が子育てをすると、幼い子どもに悪影響を与えるということを学んだことで、大人

と子どもには共通するものがある、という考えに変わりました。このおかげで子育てを経験

したことない私も興味深く受講することができました。           （R . N） 

娘達が子どもの頃、 学校からもらって来ていたチャイルドラインの小さなカードを、私は

電話口に置いていました。娘達が、親に言えない悩みに直面した時に、彼女達の思いを受け

止めてくれる電話だと思ったからです。今回、そのボランティアに関わるチャンスを得て、

感謝しています。 

インターン研修 2 回通して、何件か受けた電話の中に、女児の電話が 2 件ありました。ま

さに子どものリアルな呟きでした。傾聴 全受容 寄り添う、 電話をかけてきてくれた勇気自

体を讃える。これは、私の実生活にも生かしていけることなので勉強になります。ありがと

うございます。いよいよ本格的にボランティアとしての機会を得ようとしています。毎回緊

張しますが、受け手に寄り添う支え手さんのお陰で頑張れそうです。宜しくお願い致します。 

                                    （K . N） 
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国 連「 子 ど も の 権 利 条 約 」を 学 ぼ う・・ 
 

子どもを守るものは・・子どもの権利条約について⑤ 

条約の第１６条は、子どものプライバシー・名誉は守られると書かれています。日本 

政府訳では、「第 16 条 1 いかなる児童も、その私生活、家族、住居若しくは通信に 

対して恣意的に若しくは不法に干渉され又は名誉及び信用を不法に攻撃されない。 

2 児童 は、1 の干渉又は攻撃に対する法律の保護を受ける権利を有する。」と書かれ 

ています。ユニセフ訳の子どもの権利条約では、「子どもは、自分のこと、家族の暮ら 

し、住んでいるところ、電話や手紙など、人に知られたくないときには、それを守るこ 

とができます。また、他人からほこりを傷つけられない権利があります。」と訳されて 

います。 

現実はどうでしょうか・・・。子どものプライバシーは守られているでしょうか。 

相談を受けていたあるお母さんから次のような内容のメールが届いたことがありました。 

「いけないと分かっていたのですが、子どものスマホのＬｉｎｅでのやりとりを見てし 

まいました・・・。子どもがどんな付き合いをしているか、知りたかったからです・・・ 

ショックを受けました・・・。大人からしたら、信じられないような内容のやりとりば 

かりだったからです」。Ｌｉｎｅだけではありません・・・、ブログ（子ども達はブロ 

グには、親への反感など赤裸々に綴っていることがあります・・）を見た、机の引き出 

しの中を探ってみた・・などもありました・・。子どもにとっては、プライバシーはな 

いのと一緒です・・・。 

また、ある学校の生徒指導部では、ネットで、生徒が書き込むのではと考えられ 

るサイトを、絶えず見ながら、自分の学校の生徒がどんな書き込みをしているかチェッ 

クしているという例もありました。 

大人は、子どものプライバシーを知ると、大人の都合、大人の勝手で子どもに接し 

ます。そして、子どもを自分の価値観で縛り付けて管理しようとします・・・。第３条 

の「子どもの最善の利益」など考えることはなくして・・。 

子ども達が、自分の居場所がないというのは、この第１６条がきちんと守られていな 

いこともあるのではないでしょうか・・。家庭でも、学校でもプライバシーが守られて 

いないとすると、不登校やいじめにつながることもあります。子どものプライバシーを 

守ることをしっかり考えてみたいものです。       

〈文責：代表理事 喜多裕二〉 
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九州・全国のチャイルドライン 
 

１）熊本大震災への対応取り組み・・・現在進行中 

☆九州の子どもたちが毎日つながる「チャイルドライン」  

  期間：２０１６年９月１日～２０１７年３月３１日 毎日１６：００～２１：００ 

☆九州・沖縄全県共通カード作成：準備中 

  熊本の「くまもん」が、チャイルドラインのカードに登場していただいています。 

☆チャイルドライン九州フォーラムｉｎくまもと 

      チャイルドラインの九州ネットワークでは４月に起きた、熊本震災を受けて、子どもたちの 

       「心の居場所」になればと願い、熊本の子どもたちへチャイルドラインのカードを届けまし 

       た。今回のフォーラムは。震災後の子どもたちの状況を見つめることで、子どもたちが生 

       きやすい環境を作っていく一歩にしたいと思っています。一緒に語りあいませんか・・・ 

     日時：２０１６年１１月２７日（日）１３：１５～１５：４５ 

     会場：熊本市男女共同参画センター「はぁもにい」学習室（熊本市中央区黒髪３－３－１０） 

     主催：リ・スタートくまもと   共催：チャイルドライン九州ネットワーク 

     内容：●基調講演・・「熊本地震と子ども・若者」  講師／山下雅彦氏（東海大学教授） 

         ●報告・・①子ども支援の取り組みから ②チャイルドラインに届いた子どもの声から 

         ●意見交換・・連携してできることを探る 

Ẅ ḱ ・・2016 年 12 月 10 日(土)・11 日(日) 

開催地／鹿児島市、担当：チャイルドラインかごしま 

Ẅ ・・2017 年２月  開催地／東京（チャイルドライン支援センター主催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝編集後記＝ 

̋̋ ̋̎ Ⱦȁ Ȧȼɕ Ɂ ȼɕ ȟ Ⱦ ȹȢɟɑȪȲȂ 

ȼɕ ȾʇʩɪʱʏʯɪʹɁȦȻɥᴭțɞȗȗ ᴪȺȪȲȂ 

小学６年生の彼女は、とても緊張をしていました。きっと胸はドキドキ 

していたでしょう。でも、準備してきた質問をきちんと問いかけ、一生 

懸命 聞いてくれました。 

チャイルドラインを、子どもから子どもに伝えてくれる。とっても嬉し 

いことでした。 掲載日が楽しみ・・・！ 

קּ︠    פֿ ךּ ךּ Ṅ 

     ☆学べる薬局 様     ☆わかば小児歯科 様 

     ☆講師の先生方       

     ☆他、個人の方よりカンパ、コピー紙１箱、書き損じはがき、お茶・お菓子の 

差し入れなど、暖かいお心をいただきました。 

 助成金状況 

☆宮崎市赤い羽根共同募金・・宮崎市内の子どもたちへのカード代 

☆労金ＮＰＯ助成金・・パソコン購入、宮崎市内以外の子どもたちへのカード代、 

県内学校へのポスター代、他 


